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研究成果の概要（和文）： フィールドで移住労働経験者への現地調査と聞き取りに加え、インドネシアにある
日本への技能実習生・特定技能の送り出し機関をいくつか訪問することができた。また、インドネシアの看護大
学や保健大学が学校をあげて、日本への介護労働者の送り出しを始めているケースが確認できた。
　　調査結果について、2024年2月に東南アジア学会の九州例会、そして2024年7月にはインドネシアスラバヤで
開催された国際学会ICASにて、科研メンバーでパネルを組んで発表することができた。

研究成果の概要（英文）： In the field surveys and interviews with migrant labor experience, we were 
able to visit institutions in Indonesia that send out technical intern trainees and specified skills
 to Japan.The sending and receiving institutions, as well as the local nursing and health colleges, 
were able to learn about the future prospects and challenges. Furthermore, we were able to confirm 
that reintegration does not only mean returning home and upgrading their former lives, but that the 
migrant workers have since progressed to various life stages. There were also cases where workers 
remained in Japan and worked to build an environment for resettlement.
　The results of the survey were presented at the Kyushu meeting of the Association for Southeast 
Asian Studies in February 2024, and at ICAS, an international conference held in Surabaya, 
Indonesia, in July 2024, by a panel of members.

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本でも増加している海外からの労働力、日本では「移民政策」はないとされているが、これらの人の動きと
それにともなう、社会的、経済的状況を知ることは必須である。
　特に日本では「技能実習生」「特定技能」という名で受け入れている人たちの定住化に向けて「育成就労」制
度がはじまる。定住外国人とその二世の受け入れ体制の整っていない日本社会の課題は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
申請者は 2015 年よりインドネシアにおいて、帰還移民のライフステージ構築について調査
を進めてきた。本研究はそれをもとに、帰還移民の再統合に、移住労働経験がどのように生か
されるのかを労働層別に明らかにしようと考えた。インドネシアでも官民のレベルで様々なサ
ポートを行い、帰還移民の自立を促す取り組みが行われている。しかしながら、帰還移民の自
立への道はいまだ険しい。当事者自身が自立への道を自ら進めるようにするためには意識改革
も必要だと考え、調査をもとに、必要な自立支援の在り方を探ろうと考えた。 
研究がスタートした 2021 年はまだコロナ禍で、海外調査が思うようにできなかった。その
ため研究メンバーと、日本の技能実習生や特定技能に注目するようになった。2022年から海外
現地調査も徐々に行われるようになってき、インドネシアより先に台湾を訪れ移住労働者の調
査を行った。その後、インドネシアの現地調査にも行くことができた。 
 
２．研究の目的 
移住労働者が帰還後、自立するために必要なことは何かというのが本研究の問いであった。
インドネシア人の移動については、先行研究がある一方、インドネシア人労働者の帰還後に注
目した研究は多くなかった。 
再統合には、文化的再統合（文化的価値観等の再受容）、経済的統合（経済システムへの編入）、
社会的再統合（人的ネットワークの創出など）の 3つがある（IOM2004:54）。非熟練労働者と
して肉体労働や家事労働に勤しむ人の多くは家族に送金をする。帰郷しても地元で同等の収入
を得ることは難しく、資金が尽きると再び「出稼ぎ」へと向かう。長期にわたる不在は時とし
て、家庭や近親者とのトラブルをもたらすこともある。つまり、経済的統合と社会的統合に課
題があるのである。 
そこで本研究では、インドネシア人移住労働者の帰還後の再統合過程を移住前、移住中の一
連のプロセスを視野に労働者層別により仔細に明らかにしようとした。労働者層別のそもそも
のポテンシャルとスキルに伴う帰還後の再統合と自立までの過程を解明することで、それに必
要な支援の在り方を提言しようとした。 
インドネシアの労働者送り出しは、1980年代半ばから毎年 30万人近くにのぼり、インドネ
シア政府も、社会省がもともと労働先で暴力などの犠牲になった非熟練労働者を主な対象とし
て始めた再統合プログラムにさらに力を入れている。さらに女性の自立支援のための NGO が
帰還移住労働者への支援につながるというケースも多い。 
このような状況の中、労働者の移住前の学歴、移住先での労働の種類とそこで培う技術と経
験、さらに帰還後の環境といった複数の変数を視野に、彼らの再統合を多角的に比較分析する
必要があると感じる。そこで本研究では、次の労働者層別の再統合の実相と課題について明ら
かにしていきたい。 
 
参考文献 
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３．研究の方法 
現地調査での経年的なインタビュー調査が中心となる。既に築いているフィールドが多いこ
とから、ラポールを活かし、複数の協力者へ複数回の半構造化インタビューを行う。質的調査
になるため、データは量をそろえるのではなく、協力者と深くかかわってきているからこそ得
られる深い「語り」を収集することを目的とする。 
調査地は、首都ジャカルタとその近郊、ジャワ島東部、スラウェシ島のほか、日本では大阪、
名古屋、北九州、東海地方などを訪れた。当初、労働経験者自身へのインタビューが中心にな
ると考えていたが、機関を訪れることができたため、送り出し機関、受け入れ機関、支援団体
などのスタッフにもインタビューすることができた。 
 
 
４．研究成果 
 メンバーのフィールドで移住労働経験者への現地調査と聞き取りに加え、インドネシアにあ
る日本への技能実習生・特定技能の送り出し機関をいくつか訪問することができた。また、イ
ンドネシアの看護大学や保健大学が学校をあげて、日本への介護労働者の送り出しを始めてい
るケースがいくつも確認できた。 



 以前より訪問していたフィールドでは、コロナを挟んで帰還後の活動が滞っていないかを知
ることも大きな目的であった。これについては、メンバーの予想とは異なり、順調に再統合の
ために立ち上げた活動が進められていた。周りにコロナで命を落としたりした人がいなかった
ということも大きいということであった。 
 また、送り出し機関や受け入れ機関、現地の看護・保健大学では、これからの展望や課題を
知ることができた。さらに、再統合とは言っても帰還して元の生活をグレードアップさせると
いうばかりではなく、移住労働者はその後、様々なライフステージに進んでいることが確認で
きた。帰還し、自身が次の労働者を送り出す側になるケース、日本に残りインドネシアからの
労働者の受け入れに携わるケースなども確認できた。帰還に焦点を当てたプロジェクトであっ
たが、日本に残り、定住のための環境構築に努めるケースもあった。 
 これらの調査結果について、2024 年 2 月に東南アジア学会の九州例会、そして 2024 年 7 月
にはインドネシアスラバヤで開催された国際学会 ICAS にて、科研メンバーでパネルを組んで
発表することができた。 
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